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研究成果の概要（和文）：Directed Motivational Currents (DMCs)を体験した英語学習者に対する調査を通じ
て、DMCsの特徴である「明確な目標・ビジョンの存在」、「動機づけを高めるきっかけ」、「学習行動を促す明
確な"構造"の存在」、「前向きな感情」を確認することができた。更に、DMCｓで提唱されている事柄に加え、
「動機づけを高めるきっかけ」の要因として「つまずきや失敗への反発」があること、やる気の潮流を継続させ
る要因として「目標の更新」があげられることが示された。
研究期間中にDMCｓ、英語学習者の動機づけに関係する内容での学会を発表16件、学術誌への論文3本の掲載をお
こなうことができた。

研究成果の概要（英文）：   This research project involved interviewing Japanese EFL learners who had
 experienced Directed Motivational Currents (DMCs). Through the investigation, I was able to confirm
 the four characteristics of DMCs: specific and significant goals, triggering factors and launch, 
the structure of the process, and positive emotionality. In addition to what is proposed in the DMC 
theory, the research project also revealed that "rebounding from stumbles and failures" is a factor 
that can enhance L2 motivation, and that "updating goals" are factors that may sustain the 
motivational momentum.
   During the study period, I presented 16 papers at international and domestic conferences and 
published three articles in academic journals on DMCs and English language learners' motivation.

研究分野：英語学習者の動機づけ

キーワード： 外国語教育学　動機づけ　DMCs　複線径路等至性アプローチ（TEA）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
英語学習者の動機づけは、多くの教育者、研究者が関心を寄せるトピックである。本研究は、英語学習者のやる
気の変化の過程を調査し、その変化がどのようにもたらされるのか、また、やる気を継続させることができてい
る学習者にはどのような特徴があるかについて示唆を与えることができた。このことは学術的意義があるだけで
なく、教育現場に対する貢献にも結び付くと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 

外国語学習を含むあらゆる学習場面において、学習者のやる気（動機づけ）の重要性は、繰り返し強調

されてきている (e.g. Dörnyei, 1994, 2001b; 白井, 2004)。動機づけに関する研究は長年に渡って盛ん

に行われており (for review, Dörnyei & Ushioda, 2011; 上淵, 2004）、社会心理学的、認知・教育心理

学的な視点から動機づけを説明する理論構築とその検証を目指したもの (e.g. Deci & Ryan, 1985, 

2002; Gardner, 1985; Gardner & Lambert, 1972) が多くみられた。しかし 1990 年頃からは、実際の第

二言語教育現場における学習者の動機づけにも関心が向けられるようになった。この流れを受け、教師

が学習者の動機づけを高めるための動機づけ方略や、教育介入にも注目が集まるようになった

（Dörnyei, 1994, Dörnyei & Ushioda, 2011）。学習者の動機づけを高める指導に関する実証研究は、示

唆に富むものがいくつか発表されており(阿川, 2012; Agawa & Takeuchi, in press; Dei, 2011; 廣森, 

2006; Maekawa & Yashima, 2012; Sugita & Takeuchi, 2006; 田中& 廣森, 2007) 益々の発展が期待さ

れる。 

 DMC (Dörnyei, et al. 2015; 2016) は、言語学習に対する動機づけ研究の新しい枠組みである。DMC

とは、”an intense motivational drive―or surge―which is capable of stimulating and supporting long-

term behavior (such as the learning of an L2) (Dörnyei, et al., 2016, p. 2). である。ある活動（ここでは

外国語学習）に没頭する状態を取り上げる点でフロー(e.g., Csikszentmihalyi, 1990)と類似した面がある

が、DMC は目前の活動に没頭するというよりも、活動の先にある最終的な目標（ゴール）をつねに志向

した行動であり、より長期間に渡る取り組みに着目しているところが、フローとは異なる新しい点である。

また DMC において学習者は、楽しいことばかりではなく、学習の価値を認めた場合には退屈な学習行

動にも取り組む点においても、フローとは異なった。さらに、DMC がこれまでの多くの動機づけ研究と異

なる点として、動機と後続の行動をひとまとまりの概念として捉えていることは特筆されるべきであろう。

従来の動機づけ研究の大半は、ある一時点における学習者の動機（づけ）を切り取って議論してきたが、

DMC の枠組みでは動機と動機づけのプロセスをより包括的に捉えることを目的としている。このような点

から、DMC はこれまでの動機づけ研究を一歩進めることができる枠組みとして期待できる。 

 

２．研究の目的 

上記のような背景のもと本研究では、日本人大学生英語学習者の動機づけについて、その生起とその

後一定の期間に渡る変化をひとまとまりのものとして調査することによって、英語学習への動機づけプロ

セスを包括的に示すことと、そこで得られた知見を教育現場へ応用することを目的とした。具体的には、

DMCの 5つの特徴として示されている、a) 「明確な目標・ビジョンの存在」、b) 「動機づけを高め

るきっかけ」、 c) 「学習行動を促す明確な"構造"の存在」 d) 「前向きな感情」、e)「動機の減退とそ

の結果」のうち、a)~d)について、複数の学習者が同時に学習活動に取り組む教室環境におい

て、これらがどのように立ち現れ、機能したかについて、明らかにすることとした。 

 

３．研究の方法 

日本人大学生を対象に、過去に DMCs を体験したことのある英語学習者を募り、面接調査をおこなっ

た。参加者の募集時点においては、参加候補者が DMC を実際に体験したかどうかの判断は難しいと

予想されたことから、出来る限り多くの候補学生からの聞き取り調査をおこない、それらの中からDMCの

枠組みに沿った調査が可能な参加者のデータを採用した。 

面接内容は、研究参加者の同意を得た上で録音し、書き起こしをおこなった。書き起こしたデータは

複線径路等至性アプローチ（Trajectory Equifinality Approach: TEA）(安田・サトウ, 2012)を用いて分析

した。 



 

４．研究成果 

Directed Motivational Currents (DMCs)を体験した英語学習者に対する調査を通じて、DMCs の特徴で

ある「明確な目標・ビジョンの存在」、「動機づけを高めるきっかけ」、「学習行動を促す明確な"構造"の

存在」、「前向きな感情」を確認することができた。さらに、DMCｓで提唱されている事柄に加えて、「動機

づけを高めるきっかけ」となる要因として「つまずきや失敗への反発」があること、やる気の潮流を継続さ

せる要因として「目標の更新」があげられることが示された。 
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